
添付資料１：アメリカ３大学の計画書フォームv.s.日本７大学（旧帝大）の計画書フォーム

大学名
ページ数

(A4)
記述欄の

総数
記述欄の数
（動物福祉）

動物福祉の
割合（％）

選択肢の
総数

選択肢の数
（動物福祉）

動物福祉の
割合（％）

Harvard 36(*1) 256 157 61 180 139 77
Johns Hopkins 12(*2) 148 65 44 83 55 66

Duke 54(*3) 666 522 78 1197 1067 89
北海道大学 3 40 10 25 49 21 43
東北大学 4 45 10 22 38 20 53
東京大学 2 35 8 23 18 10 56

名古屋大学 2 42 9 21 32 18 56

京都大学 2 34 6 18 34 16 47

大阪大学 3 68 8 12 41 22 54

九州大学 3 54 13 24 46 24 52

*1：目次1ページとIntroduction1ページ、Section間の空白を含む。
*2：スタッフのトレーニング・資格を記載する欄の繰り返し重複部分を除くと実質約9ページ。
*3：うちコア・セクションは17ページ。残りは該当するセクションのみ提出するオプショナル・セクション。
　　選択肢による隠し設問を全て表示した状態でカウント。各オプショナルSectionのページ最後の空白を含む。
　　セクションV/W（関係センター向け書式）は除いた。

※「記述欄」、「選択肢」ともに、項目分けや書式の枠に関係なく、分割不能な最小単位でカウントした。（公平な比較を行うため）
※動物福祉には算出根拠や動物使用の正当性を含めた。
※動物福祉には動物実験の経験、教育訓練の有無を含めた。
※使用動物数や研究目的、処置内容は動物福祉に含めなかった。
※実験責任者以外のスタッフについては1名分のみカウントした。
※薬剤名や使用動物は1種のみカウントした。
※プルダウンは便宜上、記述欄に含め、"1"としてカウントした。
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